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リソソーム遺伝⼦子の転写誘導により、リソソーム機能を亢進させ、神経変性疾患
(パーキンソン病、アルツハイマー病など)における異異常タンパク質の蓄積を抑制す
る化合物を探索索する。

転写因⼦子の核内移⾏行行を制御


